
 接着絶縁レールの接着材のはく離および継目板折損を防止します。
 接着絶縁レールの検査を効率化します。

概 要

改良形接着絶縁レールの概要

接着絶縁レールはロングレール区間で主に使用され絶縁継目部の保守省力
化に貢献しています。改良形は接着絶縁レールの継目板折損および接着材
の剥離による継目部開口などを防止する効果を有しています。

改良形接着絶縁レール
軌道構造研究室

試験敷設後の接着材はく離状況

テフロンシート部分以外に
接着層のはく離が認められない

※ 累積通過トン数30.2百万トンの営業線敷設実績

レール

継目板
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 レール交換周期の延伸を支援します。
 レール頭頂面の削正による寿命延伸効果を明らかにします。

レールメンテナンス研究室

概 要

経年レールの余寿命評価

近年、メンテナンスコスト縮減のためレール交換周期の延伸が望まれています。
本法では営業線に敷設されている経年レールの疲労試験を実施し、その余寿命
を評価します。また、レール頭頂面の削正による寿命延伸効果を算出できます。

寿命推定例
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試験結果： 破断 未破断

凹凸進み
(mm/億トン）

0.05 0.1 0.05 0.1 0.05 0.1 0.05 0.1

車両 電気機関車 特急電車 電気機関車 特急電車

レール 60kg 50kgN

■削正あり
■削正なし

提案したSN曲線
（小型試験片の試験
結果からの換算値）

過去に推定した
実レールのS-N曲線

新たに提案したＳＮ曲線

従来品ははく離により腐食が発生 継目板


